
性別・年齢

職　　業

 ［災害の概要］

      　　令和６年１月24日（木曜日）

  □安全対策の有無 ：有
　当日の朝礼時、下請の業務代理人から口頭で、架空線等の周辺施設への注意喚起を行った。

 ［再発防止策］
  □問      題      点 ：

□防   止   対   策 ：

  

物損事故

剪定バリカンによる架空線（○○通信線）切断

○○への通信遮断

維持管理

なし

なし

○○○○の中木を脚立上で剪定バリカンにより剪定中、バリカンを持替える際に振上げてしまい、
架空線（通信線）を切断した。

□事 故 の 概 要 ：

□現 場 の 状 況 ：
　○○○○の○○○○管理。
　当日は○○○○の剪定作業。
（元請：○○、下請：○○）

②-1樹木側面の剪定を行う高さでバリカンを持替えたため、バリカンが樹木に
ぶつからないように振上げてしまった。

また、朝礼においてハザードマップと作業現場を照し合せ、危険箇所の再認識
を行う。

②-1 樹木側面の剪定から上部の剪定に移行する際には、上部を剪定する高
さに移動して、バリカンを体の正面で持替えることにより、バリカンの振上げを
防止する。

① 架空線管理者と事前協議を行い、必要に応じて保護対策を管理者に依頼
する。

また、持替える前には、安全確認の声掛けを行う。

被災状況

災害の種類

③ 緊急連絡体制は作成してあったが、事故発生から報告までに時間を要した。

【作業前の準備】

事故内容

① 架空線周辺の作業にあたり、事前確認が不足していた。

【作業中の状況】

【事故発生時の対応】

②-2 架空線の位置を誤認していた。

【事故発生時の対応】
③ 対応フローチャートを作成して、時系列を把握しながら事故対応にあたる。
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業 務 区 分

被
災
者

②-2 高木間に支線を張り、テープをつけ視認性を確保する。

【作業前の準備】

【作業中の状況】



事故周知

ケーブル切断時の作業状況

道路

○○通信線

３ｍ

１.２ｍ

１.５ｍ

１.７ｍ

２.４ｍ

１.２ｍ １.２ｍ

○○通信線

切断箇所

作業員



再発防止－１

○○通信線

高木の間に支線を張る

支線にテープ



再発防止－２

・この様式は、万が一事故発生が発生した場合に、時系列及び対応の確認が取れるよう各対応箇所に時間を記載して
　対応が完了した箇所にチェック(□にレ点)を入れる。
・関係各所への連絡は、原則総括責任者が行う。

発生日：　　　　年　　月　　日(　　)

　□ 被災者の応急措置 　□ 被災者の搬送
　□ 作業停止(現場の保存) 　□ 聞き取り調査
　□ 親族への連絡 　□ 関係機関への連絡

　□ 事実の確認
　□ 問題点の発見
　□ 抜本的問題点の決定
　□ リスク低減措置の決定
　□ 親族への連絡
　□ 再発防止策の決定

(　　時　　分)
□ 労災手続き等
(　　時　　分)

事　故　対　応　完　了

(　　時　　分) (　　時　　分)

事故調査(　　時　　分)

情報を常に共有する

□ 社内・現場で共有、周知(　　時　　分)

□ 被災者の状態確認

(第2報)　(　　時　　分) (第2報)　(　　時　　分)
受信者：　　　　　　 受信者：　　　　　　

□ 事故報告書の作成 □ 部内への全体共有

第2報連絡
□ 現場支援の検討(重大時)

(　　時　　分)

(以降必要に応じ連絡)
□ 現場から連絡を送信 □ 現場から連絡をする

受信者：　　　　　　 受信者：　　　　　　

□ 災害内容の把握 □ ○○へ連絡
(　　時　　分) (　　時　　分)

第1報連絡

□ 現場から速報を送信 □ 被災者の状態確認 □ 現場から連絡をする
(第1報)　(　　時　　分) (　　時　　分) (第1報)　(　　時　　分)

事故の初期対応(　　時　　分)

事故発生時対応フローチャート

○○事務所　○○班への対応
○○事業所
現場対応

○○ 本社対応

事故発生

受信者

□ 警 察 署：

□ 消 防 署：

□ 病 院：

□ 電力会社：

□ 通信会社：

□ ：


